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■家具の固定とは
皆さんの家庭では、寝室や居

室の家具・家電製品などの固定
をしていますか。

来年、発生から25年目の節目
を迎える阪神・淡路大震災では、
倒れてきた家具や倒壊した家屋
の下敷きになって亡くなった人
が、死亡者全体の４分の３以上
を占めました。地震への備えと
して、水や食料の備蓄はもちろ
ん大切なことですが、まずは地

震発生時に命を守るための対策
が必要です。

例えば、寝室に洋服ダンスな
どの大きな家具を置いている場
合、寝ている間に倒れてきて下
敷きになってしまう恐れがあり
ます。Ｌ字金具などを使用し、
下地のある壁や横木にしっか
りと固定しましょう。また、食
器棚の扉が開いて中身が床に散
乱したり、家具が倒れてドアが
開かなくなったりして、逃げ道
がふさがれてしまうこともあり

ます。食器棚の扉に留め具をす
る、部屋の出入口付近に家具を
置かない、などの対策も併せて
行いましょう。
■家具固定事業

市では、一人暮らしの高齢者
など一定の条件を満たす人に対
し、寝室の家具を固定する事業
を行っています。お住まいの地
区により、対象となる年度が異
なりますので、詳しくは危機管
理室までお問い合わせください。

→

第４回

家具の固定を行いましょう！
危機管理室（☎354−8119　FAX350−3022）

→

事業者の社会貢献活動と市民協働
市民協働安全課（☎354−8179　FAX354−8316）

■持続可能な社会に向けて
SDGs（持続可能な開発目標）

が注目されるなか、さまざまな
場面で「持続可能な～」という
表現を目にするようになりまし
た。今回は、まちづくりにおけ
る持続可能性について、事業者
の視点から考えてみたいと思い
ます。
■CSR活動って何だろう？

CSRとは、事業者の社会的責
任のことを言います。自社の利

益を追求するだけでなく、自社
の活動が社会全体に与える影響
に責任を持ち、投資家や取引先
のみならず、社会全体に対して
適切な意思決定を行うことを指
します。
■CSR活動もいろいろ

本市の産業は、BtoB （企業同
士の取引）が主となる業種も多
く、直接地域と関わる場面が限
られる分、例えば、繁華街の清
掃活動や障害者スポーツの支援
など、社員の地域への参画を積

極的に推進している事業者もた
くさんあります。
■市民協働に向けた連携

市民協働の推進には、さまざ
まな主体との連携が大切です。
自治会、市民活動団体はもちろ
ん、多くの人材と専門性を有す
る事業者も
協働のパー
トナーとし
て一緒に活
動してみま
せんか。
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